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(57)【要約】
【課題】中心光度を大きく変更せずに、照射面に対する
照射光の色むらも光量のむらが無く、高効率に集光した
光を必要範囲内に照射することを可能にする。
【解決手段】本実施形態の照明装置１は、ＬＥＤ素子２
と、ＬＥＤ素子２の発光部を覆って、発光部２ｂからの
放射光を狭角に集光して外部に出射する集光透光性部材
３と、集光透光性部材３の表面と、前記集光透光性部材
３の出射側に配された透光性部材５の表面とのいずれか
一方に設けられ、光軸Ｏに対して直交する方向にきった
平面上で、光軸Ｏから放射方向に向けて扇状に複数分割
し、この分割した範囲４ａ～４ｈ毎に、半径ｒが１００
～８００μｍ、平面３Ａからの突出寸法ｈが１／３０ｒ
～１／３ｒである半球状で、かつ凸状に形成された凸状
形成部４０を、放射方向に複数配設して構成された光路
変換部４と、を有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光部を有するＬＥＤ素子と；
　前記ＬＥＤ素子の発光部を覆って、前記発光部からの放射光を狭角に集光して外部に出
射する集光透光性部材と；
　前記集光透光性部材の表面と、前記集光透光性部材の出射側に配された透光性部材の表
面とのいずれか一方に設けられ、前記発光部の光軸に対して直交する方向にきった平面上
で、前記光軸から放射方向に向けて扇状に複数分割し、この分割した範囲毎に、半径ｒが
１００～８００μｍ、前記平面からの突出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半球状で
、かつ凸状に形成された凸状形成部又は凹状に形成された凹状形成部を、放射方向に複数
配設して構成された光路変換部と；
　を具備したことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記光路変換部は、前記集光透光性部材の表面又は前記透光性部材の表面の全表面面積
に対する比率が２／３以上となるように設けたことを特徴とする請求項１に記載の照明装
置。
【請求項３】
　前記ＬＥＤ素子を、複数設け、前記集光透光部材は、各ＬＥＤ素子に設けられ、前記光
路変換部は、前記透光性部材に設けられたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載
の照明装置。
【請求項４】
　前記光路変換部の分割した複数の範囲は、４～１６の何れか１つに分割された範囲であ
ることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記発光部の光軸に対して直交する方向にきった平面上で、半径ｒが１００～８００μ
ｍ、前記平面からの突出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半球状で、かつ、径の異な
る複数の環状の凸状に形成された凸状形成部又は凹状に形成された凹状形成部を、前記光
軸近傍から同心円状に設けた第２の光路変換部を、さらに設けたことを特徴とする請求項
１から請求項４のいずれか１項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ＬＥＤ（発光ダイオード：Light Emitting Diode）からの放射光
を集光して外部に出射する照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＬＥＤを光源とし、このＬＥＤからの放射光を集光して外部に照射する照明装置
であって、照射光の当たる照射面の所定領域を明るくするような照射光を照射する照明装
置が商品化されている。このような照明装置は、ＬＥＤを用いているため、従来用いられ
ているハロゲンスポットライト等のスポットライトと比較して長寿命かつ省電力を実現で
きる。
【０００３】
　このような照明装置において、中心光度が高い光源を得ようとする場合、発光素子であ
るＬＥＤの前面に、ＬＥＤからの光をその側面で全反射させて狭角に集光する透光性部材
を配置するのが有効である。また、さらにＬＥＤの照射光側の面をレンズ状に構成してそ
の放射光を光学制御することにより、集光生の良い光源が得られる。
【０００４】
　しかしながら、上述したようにＬＥＤの前面に、前記透光性部材を配置し、さらに、Ｌ
ＥＤの照射光側の面をレンズ状に構成してその放射光を光学制御するようにした構成の照
明装置では、ＬＥＤからの照射光の集光生が良いために、ＬＥＤの発光部形状が映り込ん
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でしまい、照射光自体の照射形状がいびつになったりして、照射範囲内に色むらが発生し
てしまうという不都合が生じてしまうことがある。
【０００５】
　そこで、従来の照明装置では、出射される光の広がる角度、すなわち、中心光度の１／
２ビーム角で定義される拡散角を制御して色むらの発生を防止するために、集光透光性部
材の表面を、入射光を拡散させて出射する形状に構成したり、あるいは集光透光性部材の
前面に平板状拡散部材を設けて構成したものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２６６５２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、レンズユニットの出射面に、例えば、拡散部材を設けることにより、ＬＥＤか
らの照射光を単純に拡散させて出射すると、中心光度が低下してしまい、所望する光量が
得られないという問題がある。
【０００８】
　そこで、本実施形態はこのような問題点に鑑みてなされたもので、中心光度を大きく変
更せずに、照射面に対する照射光の色むら及び光量のむらが無く、高効率に集光した光を
必要範囲内に照射することのできる照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本実施形態に係る照明装置は、発光部を有するＬＥＤ素子と；前記ＬＥＤ素子の発光部
を覆って、前記発光部からの放射光を狭角に集光して外部に出射する集光透光性部材と；
前記集光透光性部材の表面と、前記集光透光性部材の出射側に配された透光性部材の表面
とのいずれか一方に設けられ、前記発光部の光軸に対して直交する方向にきった平面上で
、前記光軸から放射方向に向けて扇状に複数分割し、この分割した範囲毎に、半径ｒが１
００～８００μｍ、前記平面からの突出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半球状で、
かつ凸状に形成された凸状形成部又は凹状に形成された凹状形成部を、放射方向に複数配
設して構成された光路変換部と、を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本実施形態に係る照明装置によれば、中心光度を大きく変更せずに、照射面に対する照
射光の色むらも光量のむらが無く、高効率に集光した光を必要範囲内に照射することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の外観構成を示す斜視図。
【図２】図１の照明装置の断面図。
【図３】図１の集光透光性部材の表面に設けられた光路変換部の構成を示す平面図。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図。
【図５】第１の変形例に係る照明装置の断面図。
【図６】第１の実施形態の照明装置による照射光を照射面に照らしたときの照射光の状態
を示す図。
【図７】第２の変形例に係る照明装置の構成を示す側面図。
【図８】第３の変形例に係る照明装置の構成を示す側面図。
【図９】第２又は第３の変形例に係る照明装置による照射光を照射面に照らしたときの照
射光の状態を示す図。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る照明装置の集光透光性部材又は透光性部材の表
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面に設けられた第２の光路変換部の構成を示す平面図。
【図１１】図１０のＢ－Ｂ線断面図。
【図１２】第２の実施形態に係る照明装置による照射光を照射面に照らしたときの照射光
の状態を示す図。
【図１３】従来の照明装置よる照射光を照射面に照らしたときの照射光の状態を示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明に係る実施の形態の照明装置は、発光部を有するＬＥＤ素子と；前記ＬＥＤ素子
の発光部を覆って、前記発光部からの放射光を狭角に集光して外部に出射する集光透光性
部材と；前記集光透光性部材の表面と、前記集光透光性部材の出射側に配された透光性部
材の表面とのいずれか一方に設けられ、前記発光部の光軸に対して直交する方向にきった
平面上で、前記光軸から放射方向に向けて扇状に複数分割し、この分割した範囲毎に、半
径ｒが１００～８００μｍ、前記平面からの突出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半
球状で、かつ凸状に形成された凸状形成部又は凹状に形成された凹状形成部を、放射方向
に複数配設して構成された光路変換部と；を具備したことを特徴とする。
【００１３】
　本発明及び以下の請求項の各発明に係わる実施の形態において、特に限定しない限り、
用語の定義及び技術的意味は次による。　
　ＬＥＤ素子は、例えば、面実装されたＬＥＤの照射側に配設されるガラスレンズ等の発
光部を有して構成されるが、この発光部は、ガラスレンズに限定されるものではなく、他
のレンズ部材を用いて構成しても良い。
【００１４】
　集光透光性部材は、ＬＥＤ素子の発光部を覆って発光部からの放射光を、例えば側面部
等で反射させることにより狭角に集光して外部に出射するものであり、ＬＥＤ素子の発光
部を覆う部分が透光性を有して構成される。透光性を有する部材としては、例えば、透光
性と拡散性とを有する樹脂部材を用いており、この樹脂部材としては、例えば、ポリカー
ボネート (Polycarbonate) 等の熱可塑性プラスチックを用いている。　
　また、集光透光性部材の形状は、ＬＥＤ素子の発光部を覆うように凹状でかつ円筒状に
形成された凹部を有し、かつこの凹部の発光部の対向する面が発光部側方向に突出する略
半球形状に形成されるとともに、外部に光を出射する出射面は平面状に構成することが望
ましい。また、凹部と発光部との間には、隙間が形成されるが、この構成に限定されない
。
【００１５】
　なお、集光透光性部材の平面状の出射面以外の形状については、この出射面から出射す
る光が照射面の一点を明るくするような照射光として出射することができる形状であれば
、どのような形状で構成しても良い。
【００１６】
　光路変換部の凸状形成部又は凹状形成部は、発光部の光軸に対して直交する方向にきっ
た平面上で、光軸から放射方向に向けて扇状に複数分割し、この分割した範囲毎に、半径
ｒが１００～８００μｍ、前記平面からの突出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半円
筒状の一部として構成され、例えば、半径ｒが５００μｍ、突出寸法が５０μｍ、ピッチ
が５００μｍである。
【００１７】
　また、光路変換部の分割する範囲の数は、例えば、４～１６の何れか１つの数の範囲で
分割すれば良いが、これに限定されるものではなく、必要に応じて適宜設定すれば良い。
【００１８】
　また、光路変換部は、集光透光性部材の表面と、集光透光性部材の出射側に配された透
光性部材の表面とのいずれか一方に設けられるものであるが、透光性部材の表面に設けた
場合、この透光性部材の表裏のいずれか一方に設けても良い。
【００１９】
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　（第１の実施形態）
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。　
　図１から図６は、第１の実施形態の照明装置に係り、図１は、第１の実施形態に係る照
明装置の外観構成を示す斜視図、図２は、図１の照明装置の断面図、図３は、図１の集光
透光性部材又は透光性部材の表面に設けられた光路変換部の構成を示す平面図、図４は、
図３のＡ－Ａ線断面図、図５は、第１の変形例に係る照明装置の断面図、図６は、第１の
実施形態の照明装置による照射光を照射面に照らしたときの擬似的な照射光の状態を示す
図である。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、第１の実施形態に係る照明装置１は、ＬＥＤ素子２と、集
光透光性部材３と、光路変換部４とを有して構成される。
【００２１】
　ＬＥＤ素子２は、ＬＥＤが面実装された発光面を有する直方体の素子本体２ａと、この
素子本体２ａの発光面側から突出するように設けられた発光部であるガラスレンズ２ｂと
を有して構成される。
【００２２】
　このガラスレンズ２ｂは、例えば、外径５ｍｍの半球状に形成されたレンズ体であって
、素子本体２ａにより発光した光を集光透光性部材３に向けて拡散して照射する。
【００２３】
　集光透光性部材３は、ＬＥＤ素子２のガラスレンズ２ｂを覆って、このガラスレンズ２
ｂからの放射光を例えば側面部３Ｄで反射させることにより狭角に集光して外部に出射す
る。この集光透光性部材３は、透光性を有する部材を用いて構成されている。透光性を有
する部材としては、例えば、透光性と拡散性とを有する樹脂部材を用いており、この樹脂
部材としては、例えば、ポリカーボネート (Polycarbonate) 等の熱可塑性プラスチック
を用いている。　
　また、集光透光性部材３は、ＬＥＤ素子２のガラスレンズ２ｂを覆うようにＬＥＤ素子
側部分が凹状に形成された凹部３Ｂを有している。この凹部３Ｂは、例えば、円筒状に形
成されている。また、この凹部３Ｂのガラスレンズ２ｂに対向する面３Ｅは、ガラスレン
ズ２ｂ側方向に突出するように湾曲した略半球形状に形成されている。この集光透光性部
材３の凹部３Ｂとガラスレンズ２ｂとの間には、隙間である空間部３Ｃが形成されている
。
【００２４】
　また、集光透光性部材３は、ＬＥＤ素子２の光軸Ｏに対して直交する平面３Ａを有し、
この平面３Ａに光路変換部４を設けることにより、平面３Ａが、集光したガラスレンズ２
ｂからの光を外部に出射する出射面３Ｆを構成している。
【００２５】
　また、集光透光性部材３は、中心軸である光軸Ｏに直交する断面形状が円形であって、
ＬＥＤ素子２の取り付け面から平面３Ａに向かって断面の径が徐々に太くなる部分と、途
中から同径の部分とを有する形状を有している。
【００２６】
　なお、集光透光性部材３の形状は、出射面３Ｆから出射する光が照射面の所定領域、す
なわちスポット光の領域、を明るくするような照射光として出射することができる形状で
あれば、どのような形状で構成しても良い。
【００２７】
　本実施形態において、集光透光性部材３の表面（平面３Ａ）には、光路変換部４が設け
られている。この光路変換部４は、図１～図４に示すように、ＬＥＤ素子２のガラスレン
ズ２ｂの光軸Ｏに対して直交する方向に切った平面３Ａ上において、光軸Ｏが通る中心Ｒ
から放射方向に向けて、平面３Ａの領域を８つに分割した扇状の８つの範囲４ａ～４ｈを
有して構成される。
【００２８】
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　そして、光路変換部４は、図３及び図４に示すように、出射面３Ｆ上の各範囲に、複数
の細長く直線状に伸びた微細な凸レンズからなる複数の凸状形状部４０を有する。各凸状
形状部４０は、平面３Ａに直交し、かつ各凸レンズが直線状に伸びた方向に直交する断面
において、半円状の形状を有する。各範囲においては、複数の細長い凸レンズの凸状形状
部４０は、出射面３Ｆに対向する方向から見たときに、互いに平行に形成されて設けられ
ている。すなわち、光路変換部４の分割した範囲毎に、半径ｒが１００～８００μｍ、突
出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半円筒状の一部で、かつ凸状に形成された凸状形
成部４０が、放射方向に複数配設されている。
【００２９】
　具体的には、例えば、これら分割した８つの範囲４ａ～４ｈ毎に、半径ｒが１００～８
００μｍ、前記平面３Ａからの突出寸法ｈが１／３０ｒ～１／３ｒである半球状で、かつ
凸状に形成された複数の凸状形成部４０を、放射方向に向かう方向に沿って互いに平行に
、それぞれ複数設けている。なお、図４の凸状形状部４０は、凹状に形成された凹状形成
部（図示せず）であってもよい。
【００３０】
　本実施形態においては、例えば、前記光路変換部４の凸状形成部４０は、半径ｒ＝５０
０μｍ、出射面３Ａからの突出寸法ｈ＝５０μｍ、ピッチＰ＝５００μｍとなるように構
成し、この凸状形成部４０を、前記８つの範囲４ａ～４ｂ毎に中心Ｒから放射方向に向け
て複数並設した。
【００３１】
　なお、上記構成の光路変換部４は、図５の第１の変形例に示すように、集光透光性部材
３の表面に設けずに、集光透光性部材３の出射側に配設した平板状の透光性部材５の表面
に設けて構成しても良い。この場合、透光性部材５の集光透光性部材３側の面とは、反対
側の面が、出射面５Ｆとなる。
【００３２】
　次に、本実施の形態の照明装置の作用について、図４及び図６を参照して説明する。な
お、図６（ａ）は、照明装置から照射面に照射された照射光の拡散状態を説明する説明図
、図６（ｂ）は照明装置からの照射光を照射面に照らしたときの照射光の状態を説明する
ための平面図である。
【００３３】
　本実施形態の照明装置１において、前記光路変換部４の複数の凸状形成部４０は、図３
において、細長く直線状に伸びた微細な凸レンズの伸びる方向に対して直交する方向に、
ガラスレンズ２ｂからの照射光の角度を拡散するように入射光の光路変更を行う。
【００３４】
　すなわち、図４に示すように、凸状形成部４０は、ガラスレンズ２ｂから光軸Ｏに対し
て平行な平行光である入射光Ｃが集光透光性部材３を介して入射されると、そのまま直線
上に出射する光路Ｃ１と、予め決められた拡散角で出射する光路Ｃ２、Ｃ３とを含む照射
光を出射する。
【００３５】
　従来の照明装置は、例えば、図１３に示すように、照射面１００に対して該照射面１０
０の一点を明るくするような照射範囲１０１を有する照射光を照射するが、この照射光に
ＬＥＤ素子の発光部形状１０３が映り込んでしまい、照射光自体の照射形状がいびつにな
ったりして、照射範囲１０１内に色むらが発生してしまう。なお、図１３において、照射
範囲１０２は、ＬＥＤ素子からの光が拡散されないで照射された場合の範囲を示す。
【００３６】
　そこで、このような光路変換部４の光学特性によって、図１３に示すような、照明光に
映り込んでいるＬＥＤ素子２の発光部形状部分の光を拡散してぼやかすような光学処理が
可能である。
【００３７】
　したがって、このような光学特性を有する照明装置１により、実際に照射面に照射光を
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照射した場合に、図６（ｂ）に示すように、照射面１０に対して該照射面１０の所定領域
であるスポット領域を明るくするような照射範囲１１を有する照射光が照射される。なお
、図６（ｂ）において、照射範囲１２は、ＬＥＤ素子２からの光が拡散されないで照射さ
れた場合の範囲を示す。
【００３８】
　この場合、従来の照明装置では、この照射範囲１２と照射範囲１１との間の照射範囲１
３には、ＬＥＤ素子２の発光部形状部分が映り込んでしまっていた。
【００３９】
　しかしながら、本実施形態では、この照射範囲１２と照射範囲１１との間の照射範囲１
３は、前記光路変換部４によって、照明光に映り込んでいるＬＥＤ素子２の発光部形状部
分の光を拡散してぼやかすような光学処理がなされているので、前記発光部形状部分が映
り込まず、光量のむらがない照射光が照射されることになる。勿論、照明光の形状もいび
つになったりせず、理想的な略円形形状となる。
【００４０】
　また、この場合、本実施形態の照射装置１は、前記光路変換部４によって光学処理を行
ったとしても、図６（ａ）に示すように、従来装置と比較して、中心光度の１／２ビーム
角、すなわち、拡散角θと、中心光度とを大きく変更してはいない。
【００４１】
　従って、第１の実施形態によれば、拡散角θと中心光度とを大きく変更せずに、図６（
ｂ）に示すような理想的な略円形形状の照明光１２が得られるので、照射面１０に対する
照射光１２の色むらも光量のむらが無く、高効率に集光した光を必要範囲内（照射範囲１
１内）に照射することが可能な照明装置１を実現できる。
【００４２】
　なお、本実施形態においては、図７に示す第２の変形例のように、光路変換部４を設け
た照明装置を複数設け、これら複数の照明装置１ａ～１ｄを適宜配設して、照明装置１Ｂ
を構成しても良い。図７は、複数個の照明装置を２次元状に配置した場合において、その
中の４つの照明装置のみ示している。図７では、各照明装置は、図２で示すように、集光
透光性部材３に光路変換部４が設けられている。
【００４３】
　また、図８に示す第３の変形例のように、光路変換部４を設けずに構成した照明装置を
複数設け、これら複数の照明装置１ａ１～１ａ４の出射面側に、複数の照明装置１ａ１～
１ａ４を覆う面積で形成された透光性部材５を配設し、この透光性部材５の表面に前記光
路変換部４を設けて出射面５Ｆを形成するようにして、照明装置１Ｃを構成しても良い。
但し、この場合、前記複数の照明装置１ａ１～１ａ４は、透光性部材５の光路変換部４の
位置に合わせた位置決めを行うことが必要である。
【００４４】
　図９は、第２又は第３の変形例に係る照明装置による照射光を照射面に照らしたときの
照射光の状態を説明するための図である。なお、図９に示す照射光は、図７又は図８に示
した４つの照明装置を、それぞれ２×２のマトリックス状となるように配設したときのも
のである。
【００４５】
　図９に示すように、照明装置を構成した場合でも、色むらも光量のむらが無く、高効率
に集光した光を必要範囲内（照射範囲１１Ａ～１１Ｄ内）にそれぞれ照射する照射光１２
Ａ～１２Ｄが得られ、勿論、各照射範囲１３Ａ～１３Ｄ内に、ガラスレンズ形状部分が映
り込むこともない。
【００４６】
　また、これら４つの照明光１２Ａ～１２Ｄ及び４つの照射範囲１１Ａ～１１Ｄは、それ
ぞれ照射光の一部が重なりあって、照射面１０に対して集中的に明るく照らす照明光とな
る。
【００４７】
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　従って、第２及び第３変形例においても、複数の照明装置を用いて構成した場合でも、
前記第１の実施の形態と同様の効果が得られる。
【００４８】
　なお、前記第１の実施形態、及び第１～第３の変形例において、前記光路変換部４は、
集光透光性部材３の表面又は透光性部材５の表面の全表面面積に対する比率が２／３以上
となるように設けて構成しても良い。この場合も上記同様の効果が得られる。
【００４９】
　（第２の実施形態）
　図１０から図１２は、第２の実施形態に係る照明装置に係り、図１０は、第２の実施形
態の照明装置の集光透光性部材又は透光性部材の表面に設けられた第２の光路変換部の構
成を示す平面図、図１１は、図１０のＢ－Ｂ線の沿った部分断面図、図１２は、第２の実
施形態に係る照明装置による照射光を照射面に照らしたときの照射光の状態を説明するた
めの図である。　
　なお、図１０から図１２は、前記第１の実施形態の照明装置と同様な構成要素について
は同一の符号を付して説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００５０】
　第２の実施形態の照明装置は、図１０及び図１１に示すように、前記第１の実施形態に
て設けた光路変換部４の他に、発光部のガラスレンズ２ｂの光軸Ｏに対して直交する方向
に切った平面上に、細長く円環状に形成された微細な凸レンズからなる複数の凸状形成部
４０Ａが設けられている。各凸状形成部４０Ａは、平面３Ａに直交し、かつ円環状方向に
も直交する断面において、半円状の形状を有する。
【００５１】
　凸状形成部４０Ａは、半径ｒが１００～８００μｍ、前記平面からの突出寸法ｈが１／
３０ｒ～１／３ｒである環状の半円筒状の一部であり、かつ、径の異なる複数の環状の凸
状に形成された凸状形成部であり、前記光軸Ｏ近傍から同心円状に設けた光路変換部であ
る。なお、図１１の凸状形状部４０Ａは、凹状に形成された凹状形成部（図示せず）であ
ってもよい。
【００５２】
　この第２の光路変換部４Ａは、例えば、図２の集光透光性部材３の出射面側に別途配設
した透光性部材５の表面に設けたり、或いは、図５に示す透光性部材５の光路変換部４が
設けられた逆側の裏面に設けたり、或いは、図７に示す複数の集光透光性部材３の出射面
側に夫々配設した透光性部材５の表面に設けたり、或いは、図８に示す透光性部材５の光
路変換部４が設けられた逆側の裏面に設けている。なお、本実施形態では、このような第
２の光路変換部４Ａと前記光路変換部４とを設けた場合の組み合わせに限定されるもので
はない。
【００５３】
　本実施形態において、この光路変換部４Ａの凸状形成部４０Ａは、例えば、半径ｒ＝５
００μｍ、出射面３Ａからの突出寸法ｈ＝５０μｍ、ピッチＰ＝５００μｍとなるように
構成し、この径の異なる複数の環状の凸状形成部４０Ａを、光軸Ｏを通る中心Ｒ近傍から
同心円状に併設した。
【００５４】
　次に、本実施の形態の照明装置の作用について、図１１及び図１２を参照して説明する
。なお、図１２（ａ）は、照明装置から照射面に照射された照射光の拡散状態を説明する
説明図、図１２（ｂ）は照明装置からの照射光を照射面に照らしたときの照射光の状態を
説明するための平面図である。
【００５５】
　本実施形態の照明装置１において、前記光路変換部４Ａの複数の凸状形成部４０は、図
１０において、中心Ｒと外周を結ぶ線の方向に、ガラスレンズ２ｂからの照射光の角度を
拡散するように入射光の光路変更を行う。
【００５６】
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　すなわち、図１１に示すように、凸状形成部４０Ａは、ガラスレンズ２ｂからの平行光
である入射光Ｃが集光透光性部材３を介して入射されると、そのまま直線上に出射する光
路Ｃ１と、予め決められた拡散角で出射する光路Ｃ２、Ｃ３とを含む照射光を出射する。
【００５７】
　このような光路変換部４Ａの拡散する光学特性と、前記第１の実施形態における光路変
換部４の光学特性とを合わせることによって、前記第１の実施形態よりも、１／２ビーム
角が大きくなるように照明光を制御できる。
【００５８】
　すなわち、本実施形態の照射装置１は、前記光路変換部４、４Ａによる光学処理によっ
て、図１２（ａ）に示すように、前記第１の実施形態と比較して、中心光度の１／２ビー
ム角、すなわち、拡散角θ１が少し大きくなり、具体的には、拡散角θ１を１８度から２
５度に広角化できる。
【００５９】
　したがって、このような光学特性を有する照明装置１により、実際に照射面に照射光を
照射した場合に、図１２（ｂ）に示すように、第１の実施形態と略同様に、照射面１０に
対して該照射面１０の一点を明るくするような照射範囲１１を有する照射光が照射される
が、さらに第２の光路変換部４Ａを設けたことにより、第１の実施形態の照射光１２（図
６（ｂ）参照）よりも、外径の大きな照射光を照射することができる。
【００６０】
　勿論、照射面１０に対する照射光の色むらも光量のむらが無く、高効率に集光した光を
必要範囲内（照射範囲１１ａ内）に照射することが可能となる。
【００６１】
　従って、第２の実施形態によれば、さらに第２の光路変換部４Ａを設けたことにより、
外径の大きな照射光を照射することができるとともに、照射光の色むらも光量のむらが無
く、高効率に集光した光を必要範囲内（照射範囲１１ａ内）に照射することが可能な照明
装置を実現できる。
【００６２】
　本発明は、上述した実施形態及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を変
えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００６３】
１…照明装置、
２…ＬＥＤ素子、
２ａ…素子本体、
２ｂ…ガラスレンズ、
３…集光透光性部材、
３Ａ…出射面、
３Ｂ…凹部、
３Ｃ…空間部、
３Ｄ…側面部、
４…光路変換部、
４Ａ…第２の光路変換部、
５…透光性部材、
４０、４０Ａ…凸状形成部。
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